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1. 検証機能 
●検証機能について 
検証機能とは、電子入札システムで取り扱った案件の事前公開情報、入札結果、随意契約情報について入札金額

等が改ざんされていないことを検証し、その結果を公開することにより、電子入札の透明性、公正性を確保する

機能です。 
 
●対象となる情報 

電子入札システムで取り扱った案件に係る以下の情報について検証、公開します。  

事前公開 ・入札受付状況 
・入札書のハッシュ値 

入札結果 ・入札結果 
・入札書ハッシュ値 
・入札金額  

随契情報 ・見積結果 
・見積書ハッシュ値 
・見積金額 

 
●ハッシュ値について 

ハッシュ値とは、電子文書に対してある決まった関数演算を行って、生成された固定長のデータのことです。

ハッシュ値から元のデータを再現することはできず、元のデータを改ざんすると、ハッシュ値が異なってくる

とされているため、通信回線を通じてやり取りされたデータの改ざんチェックに利用されています。 
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1.1. 操作の流れ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3 検証機能 調達案件検索 
検索条件を設定し、調達案件を検索します 

1.4 個別情報の表示 
案件ごとの事前公開、入札結果、随契情報など各種情報を表示します 

1.2 検証機能 起動 
検証機能画面を起動します 
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1.2. 検証機能 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①

①［検証機能］ボタンをクリックすることにより、別ウィンドウにて検証機能画面が表示されます。 
 

操作手順 

電子入札システムにログインした後の「案件検索」の画面です。 
画面上部のメニューから「検証機能」を起動します。 
なお、「検証機能」ボタンが表示されていれば、どの画面からも利用可能です。 

画面説明 
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1.3. 検証機能 調達案件検索 
検索条件を設定し、調達案件を検索します。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

② 

①各種検索条件を入力し、②［調達案件一覧］ボタンをクリックします。 
検索条件の入力項目については、次表のとおりです。 

操作手順 

検証機能の検索条件を設定する画面です。 
画面説明 

① 
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� 「調達案件検索」画面での入力項目 

項目名 説明 入力・選択制限など 

調達機関 「京都府」を選択します。  

部局 「土木建築部」等の部局を選択します。  

事務所 事務所を一覧から選択します。 

［全て］ボタンをクリックすると全ての事務所が

選択されます。 

 

入札方式 入札方式を選択します。 

［全て］ボタンをクリックすると全ての入札方式

が選択されます。 

 

日付 検索日付を選択します。 

基準となる項目を選択し、「検索開始日付」から

「検索終了日付」までを入力します。 

入力の際は、下記のようにカレンダーを利用した

日付指定が可能です。 

 

指定しない（初期値） 
●基準となる項目 
公開日 

結果登録日 

調達案件番号 調達案件番号を入力します。 

一部の入力でもその番号の案件を検索します。 

半角 16文字以内 

調達案件名称 調達案件名称を入力します。 

一部の入力でもその名称の案件を検索します。 

全角 128文字以内、半角 256文字以内 

表示件数 １画面に表示する件数を指定します。 10件（初期値）／25件／50件／100件 
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【次の操作】 

調達案件概要：「1.4.1 調達案件概要情報の表示」 

事前公開：「1.4.2 事前公開情報の表示」 

入札結果：「1.4.3 入札結果の表示」 

随契情報：「1.4.4 随契情報の表示」 

【補足説明】 
・ 中止となった案件は、「備考」欄に『中止』が表示されます。 
・ 取止めとなった案件は、「備考」欄に『取止め』が表示されます。 

操作手順 

[調達案件一覧] 
前画面で設定した条件に該当する調達案件の一覧を表示します。 

画面説明 
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1.4. 個別情報の表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.4.1 調達案件概要情報の表示 
調達案件の概要情報を表示します 

1.3 検証機能 調達案件検索 
案件ごとの調達案件概要、事前公開、入札結果、随契情報など各種情報表示画面へ進みます

1.4.4 随契情報の表示 
随意契約案件の事後公開情報を表示します 

1.4.3 入札結果の表示 
入札案件の事後公開情報を表示します 

1.4.2 事前公開情報の表示 
入札案件または随意契約案件の事前公開情報を表示します 
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1.4.1. 調達案件概要情報の表示 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

「調達案件名称」欄の①「調達案件名称」をクリックすると、別ウィンドウにて調達案件の概要情報が

表示されます。 

操作手順 

[調達案件一覧] 
調達案件の概要情報を表示します。 

画面説明 

① 
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② 

③

調達案件概要情報を表示する画面です。 
 

画面説明 

調達案件概要情報が表示されます。 
CSV形式のファイルとして保存する場合は②［ダウンロード］ボタンをクリックします。 
調達案件概要画面を閉じる場合は、③［閉じる］ボタンをクリックします。 
 
【補足説明】 

・ 物品調達案件の場合は、「工事または納入場所」、「工事内容」は表示されません。 

操作手順 
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1.4.2. 事前公開情報の表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

①

「公開情報」欄の①［事前公開］ボタンをクリックすると、事後公開情報が表示されます。 
操作手順 

[調達案件一覧] 
入札案件または随意契約案件の事前公開情報を表示します。 

画面説明 
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事前公開情報が表示されます。 
当該調達案件に参加している企業の受付番号と、入札書のハッシュ値が表示されます。 
②［戻る］ボタンをクリックして、調達案件一覧画面へ戻ります。 
 

②

操作手順 

事前公開情報を表示する画面です。 
画面説明 
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1.4.3. 入札結果の表示 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

①

「公開情報」欄の①［入札結果］ボタンをクリックすると、入札案件の事後公開情報が表示されます。

操作手順 

[調達案件一覧] 
入札案件の事後公開情報を表示します。 

画面説明 
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入札案件の事後公開情報が表示されます。当該案件の入札結果や入札金額が表示されます。 
入札書の検証をする場合は、②［検証］ボタンをクリックすると、入札書検証結果が表示されます。

調達案件一覧画面に戻る場合は、③［戻る］ボタンをクリックします。 
 

操作手順 

入札案件の事後公開情報を表示する画面です。 
画面説明 

③

②
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入札書検証結果が表示されます。 

「事前公開時」と「入札結果公開時」の入札金額のハッシュ値が表示され、前後でハッシュ値に変わり

がないことで、入札書の正当性（改ざんされていないこと）が検証できます。 
 

④［戻る］ボタンをクリックして、入札結果画面に戻ります。 

操作手順 

入札書の正当性（改ざんされていないこと）を検証する画面です。 
画面説明 

④
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1.4.4. 随契情報の表示 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

「公開情報」欄の①［随契情報］ボタンをクリックすると、随意契約案件の事後公開情報が表示されま

す。 

操作手順 

[調達案件一覧] 
随意契約案件の事後公開情報を表示します。 

画面説明 

① 
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随意契約案件の事後公開情報が表示されます。当該案件の見積結果や見積金額が表示されます。 
見積書の検証を行う場合は、②［検証］ボタンをクリックします。 
調達案件一覧画面に戻る場合は、③［戻る］ボタンをクリックします。 
 

操作手順 

随意契約案件の事後公開情報を表示する画面です。 
画面説明 

③
②
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見積書検証結果が表示されます。 

「事前公開時」と「見積結果公開時」の見積金額のハッシュ値が表示され、前後でハッシュ値に変わり

がないことで、見積書の正当性（改ざんされていないこと）が検証できます。 
 

④［戻る］ボタンをクリックして、随契情報画面に戻ります。 

操作手順 

見積書の正当性（改ざんされていないこと）を検証する画面です。 
画面説明 

④
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